
（参考）補助金申請のポイント



補助金と助成金

補助金と助成金は明確な定義はないものの以下の違い（特徴）がある。
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〇補助金

 公募期間・採択件数・金額が決まっている。
 申請しても必ず採択がされるわけではない。

※公募開始→申請→審査→採択→交付申請→交付決定

〇助成金

 予算の範囲内で長期に渡り申請期間が設定されることが多い。
 要件を満たせば助成を受けることができる可能性が高い。
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予算編成の一般的な流れ

 ８月末の概算要求と１２月の閣議決定（概算決定）で次年度予算の概要が公
表される（積極的な情報収集と活用の可能性の検討）。

 年明けからは補助金の公募や説明会が開催される。
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補助金（補助事業）の一般的な流れ
 一般的な手続きの流れは以下のとおり。補助金は、原則、精算払いである点に留意。

①
公
募
開
始

②
公
募
〆
切

③
採
択

④
交
付
決
定
（
事
業
開
始
）

⑤
事
業
完
了

⑥
（
交
付
官
庁
に
よ
る
）
確
定
検
査

⑦
補
助
金
交
付申請 審査 交付

申請
事業
実施

報告書
提出

金額
確定

一般的に
１ヶ月

一般的に
１～2ヶ月

一般的に
１ヶ月程度

事業完了後
30日を経過
した日までに
提出

終了後
5年間
事業化
の状況
報告

経費の発生（発注含む）
は交付決定日以降

補助金の支払は
原則精算払い

必ず事業期間内に完了



（１）受付期間
（２）提出先
（３）提出書類
（４）審査方法・基準 など
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公募要領の構成と考え方

①事業の目的

②補助対象事業者

③補助対象事業

④補助対象となる経費

⑤応募手続き等の概要
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審査のポイント（例）

①技術面

②事業化面

③政策面

審査項目（表２）

 「技術的な観点」、「事業化の観点」、「政策目的との整合性の観点」、それぞれの観点
で、外部有識者等による採択審査委員会において審査を行う。

① 新製品・新技術等が革新的な開発か
② 目標達成のための課題と解決方法及びそ

の具体的実施方法があるか
③ 課題の解決方法が明確かつ優位性が見込

めるか
④ 事業実施のための体制・技術的能力があ

るか

① 事業実施のための経営的基礎力があるか
② 市場ニーズ、ユーザー等が明確か
③ 補助事業の成果の優位性、事業化の道筋

があるか

① 他の企業のモデルになるか等
② 競争力強化に繋がる経営資源の蓄積に繋

がるか



6出典：中小企業庁：平成２１年度ものづくり中小企業製品開発等支援補助金成果事例集より抜粋



7出典：中小企業庁：平成２１年度ものづくり中小企業製品開発等支援補助金成果事例集より抜粋
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申請書のチェックポイント（個人的見解）

審査基準に沿った申請内容か

タイトルと概要が伝わりやすい内容・表現か

「課題設定」と「解決の道筋」が明確か

体制図や事業イメージが図表等で視覚的に分かりやすい
内容・表現になっているか

出口を審査側がイメージできる内容・表現になっているか
（誰に売るのか、具体的なユーザーを記載しているか）
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タイトルと概要の例

タイトル

トイシ製品（研削砥石）の大幅な短納期化を可能とする一貫生産
体制の構築

概要

トイシ製品における顧客からの「小口化」「仕様の複雑化」「短納期
化」等の要望は年々厳しくなってきており、本事業では工作機械の独
自開発と一貫生産体制の構築によりフレキシブルかつスピーディな生
産を実現させる

出典：中小企業庁：平成３０年度版 ものづくり補助金成果事例集より抜粋
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事業イメージの例
排水リサイクル時の逆浸透膜のファウリングを防止することで造水コストを削減することができるサブ
ミクロンファイバーを使った水処理装置の開発

出典：中小企業庁：平成２７～２８年度 戦略的基盤技術高度化支援事業研究開発成果事例集より抜粋
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